
（別紙３）

～ 令和7年12月20日

（対象者数） 35 （回答者数） 34

～ 令和7年12月31日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保育所や幼稚園に通っている場合は、園にご理解とご協力
を得て、療育の時間確保出来るようにしていきたい。情報共
有は、引き続きさせていただき支援に繋げていきたい。

2

・きょうだい児のサポートにつながるイベントも今後は検討
していきたい

3

・食育プログラムを増やしていく
・公共の場でのルールやマナーを理解し体験するプログラム
も増やしていく（電車やバスに乗るなど）

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・多くの職員が参加するミーティングが定期的にできるよ
う、利用者数の調整や他教室の職員の協力を得ていきたい。

2

・研修は対面だけでなく、ZOOMやアーカイブ視聴を積極的
に活用していく

3

○事業所名 こぱんはうすさくら蒲生茜町教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和7年12月10日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事前打ち合わせ、定期的なミーティングの時間の確保が難しい ・療育時間が集団療育は10:00～13:00、個別療育は10:
00～11:45、13:00～14:45、15:00～17:00のため、
全職員が揃ってミーティングを行う時間の確保が難しい。

研修の参加と参加後の情報共有の時間の確保が難しい ・日々の業務の為、研修参加が難しい

集団療育、個別療育を備えている ・利用児童に合わせて、職員で話し合いを行い集団療育、個別
療育を提供している。
・専門職が多く在籍しているので、専門的な支援が提供できる
・職員間で情報共有を徹底している。

親子イベントの実施、懇談・相談会・勉強会の実施 ・年3回（運動会、夏祭り、クリスマス会）実施し、成⾧を感
じてもらえるようにしている。
・イベントは普段の活動も取り入れた内容にしている
・親子調理レクではご家庭でも出来るメニューにしている
・保護者様の悩みをリサーチし勉強会のテーマとしてとりあげ
ている

プログラムの充実 ・５領域や季節や行事も意識しながら、畑体験など家庭ではで
きない事も取り入れている
・専門分野の職員や療育に⾧く携わっている職員が多くいる
為、さまざまな角度でアプローチできる内容になっている。感
覚統合の教材も充実している
・学年ごとに分けて活動を行う工夫もしている

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和8年1月20日

（対象者数） 24 （回答者数） 24

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・運動レクの内容の充実。

2
・土日や祝日、⾧期休暇における課外活動の頻度を増やすこ
と。

3 ・目的をより明確にした上で交流機会の頻度を増やすこと。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・各職員から学びたいこと聞くとともに、支援において必要
な知識を得られるように研修計画を作る。

2
・活動内容の写真だけではなく、レクのねらいなども分かる
ようにお便りの内容を充実させること。
・利用する児童に必要な療育的な情報発信の向上に努める。

3
・ご家庭とのコミュニケーション機会を増やすこと。
・学校側にこぱんでの活動を知ってもらえるように、情報発
信を行うこと。

・広いスペースがあること。
・学習や製作活動など主に座って活動するスペースと運動など
を行うスペースを分けた環境設定。
・広いスペースを活用した巧技台などの運動レク。

・課外活動のノウハウの蓄積 ・家庭では経験のできない課外活動の実践。

・多機能型として児発との連携、及び同法人により高学年時の
移行先が確保されていること。

・年⾧児の慣らしのための放デイとの交流、及び蒲生茜町第2
教室（小学校の高学年～中高生対象）との連携。
・夏祭りなどの行事の合同開催。

・学校との連携が十分でないこと。 ・学校との情報交換の機会が十分でないこと。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・資質向上のための研修機会が不足していること。
・他の業務に時間を費やしてしまっていること。
・計画的な実施ができていないこと。

・事業所の活動内容について専門的な内容の情報発信が不足し
ていること。（保護者様に認知されていないこと）

・行っている取組みの目的やねらいなどの情報発信が不足して
いること。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら蒲生茜町教室（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和8年1月10日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月20日

事業所における自己評価総括表公表


